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1. 本誌 は ､物｢性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を 自由 に発 表 し言オ諭 しあ い､ また､研 究 に開通 した情 事巨を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます ｡ 描

載 内 容 は､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国際 会 議 を どの幸艮告 ､講 義 ノー ト､

研究 に関連 した諸 問題 につ い ての 意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス を どてゝ す ｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は ､原則 と して審 査 を行 な い ませ

ん ｡ 但 し､編 集 者 が本吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い て は ､改 訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペー ジ数 を節 約 す るため

に極 力簡 潔 に お書 き下 さい ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､ 記 号の書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ ''､ イ タ リ ック Hh H､ ゴシ ック Hw "､ ギ リシ ャ文 字 "ギ日､

花 文 字 ､ 大 文 字 ､小 文 字 等 を赤 で指 定 して下 さ い ｡ 又特 に区 別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

ル)､ uとV､†(ダ ガー)と+ (プ ラ ス)､¢と¢とWIと¢ 等 も赤 て当旨走 し

て下 さ い ｡

4. 数 式 は 3行 に わた って大 き く書 い て下 さ い ｡

5. 1行 以 内 に お さま らを い可 能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず'改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で指 定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレ- ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 タトに赤 て弓旨定 して下 さ い ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん ｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf) 以 内 に人 らを い もの ､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て い た だ きます ｡

国 中 の 文 字 は活字 にい た しませ ん｡ 図 の 説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい ｡

7. 投 稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お 申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い ､別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さ い ｡ (郵 便 切 手 に よ る受 付 は い た し

ませ んO)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行 誌 に掲 載 され ます ｡
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｢修士論文題目･アブス トラクト｣原稿募集

掲 示 板

今年も修士論文の紹介として,題目･アブス トラクトを物性研究に載せたいと思います｡原

則としてはアブス トラクトの形でお送 り頂 くことをお願いします｡また,それが無理ならば題

目だけでも大学毎に一括して送っていただければ結構です｡

｡期 日:1984年 4月 20日迄

o送 り先 :(606)京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内 物性研究刊行会

よろしく御協力頂けますようお願い致 します｡

物性研究 編集部

｢修士論文｣募集

アブス トラクトとは別に本誌では今年の修士論文を,二,三編選び全文掲載致したいと思い

ます｡学術的な価値の高いもの,研究内容がユニークでおもしろいもののほか,研究は完成し

ていないが今後に興味ある問題提起を含むものやReview的な力作など特色のある修士論文を

投稿 して下さい｡

1. 募集締切 :1984年 4月 20日

2. 自薦,他薦は問わない｡

3. 論文のコピーを二部お送 り下さい (図,写真を含む場合は,図,写真を別につけてい

ただいたほうが望ましい｡大きすぎる図,写真はできるだけそのまま印刷可能な大きさ

に縮尺したものをお送 り下さい｡)

4.採用,掲載致しました論文の著者には別刷 50部,無料でさしあげます｡

物性研究 編集部
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編集後記

編集後記

好試合で日本中をわかせた西武ライオンズと読売ジャイアンツの日本シリーズは,西武が優

勝 しました｡関西人にとっては興味 うすの日本シリーズでしたが (不思議 と,まわりにはジャ

イアンツのフアンが少ない｡いてもはずかしくて口外 しないのかな ),白熱のゲームで関西で

も仲々の人気でした｡

今月号は記事が少なく大変薄いものになるのかと心配してお りましたところ,都立大の土井

さんの粘弾性の講議ノー トが間に合って,なんとか量がととのいました｡物理教室の修士課程

の院生のM君がはりきって書いてくれました｡聞くところによると土井さんがレポー ト用に出

した問題の模範解答をノー トの末尾につけるのだと云ってました｡模範解答つきの講議ノー ト

は始めてです｡まだ読んでお りませんが,力作だと思い楽 しみにしてお ります｡なお,｢物性研

究｣の校訂,校正はM君の属している結晶 ･高分子研究室の院生の人が手分けしてやってくれ

ていますが,M君はみんなから,やんやいわれながら書いたことでしょう｡

来年 も怪例によりまして ｢修士論文題 目 ･アブス トラク ト｣および ｢修士論文｣を募集する

ことになりました｡本号に両方の募集要項が出ると思います｡｢アブス トラクト｣の方は,関係

する学科の主任などの方にもう一度直接お手紙をさし上げてお願いすることと思います｡｢修士

論文｣募集につきましては,来春修士論文を書 く予定の院生の方々に,みなさま方の方からも

応募するようお推めいただけたらと思います｡院生の方々が立派な修士論文を書 く励みにもな

れば幸いです｡

(T.M.)

物 性 研 究 第 41巻 第 5号 (昭和58年12月号)1983年12月20日発行

発行人 長 岡 洋 介

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

発行所 物性研究刊行会

年額 13,200円

〒606 京都市左京区北白川追分町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側
TEL(075)721-4541-3

〒606 京都市左京区北白川追分町
京 都 大学 湯 川 記 念館 内
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とっ て い ます ｡ した が って､ 3月未 ま

で に な るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さ い ｡

な お新規 入 会 お申込 み のj易合 は下 記 の会 費 以 外 に入 会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい ｡

1年 間 の 会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号) 3,000円

2nd volume (lo月募 --3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困 難 の 向 きは 1volume 分 ず つ で も

結構 で す)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く才表替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御 遠 慮 下 さい)

をお通信 欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい｡

雑 誌購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必 ず会 員 杏

人 の名 前 を明記 して下 さい ｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の V｡lume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会･届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支二払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は ､正 当 な理 由 な く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 され た場 合 には､ 送 本 を停 止 す る こ とに を

っ て い ます の で御 留 意 下 さい｡

る様 に な った場 合 は､ 必 ず､｢個 人宛 送 本 中止 ､一一括 配 布 希望 ｣ の 通

知 を して下 さ い ｡ 逆 の場 合 も同様 で す ｡

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の 変 更 等 に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先 変更 届 を提 出 して下 さいO

学 校 ､研 究 所 等 機 関 会 員

1. 会 費 :学 校 ｡研 究 所 等 で の入 会 及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､ 代 金 は､ 1冊 1,日)0円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 で す｡ この場 合 ､ 入会 金 は不 用 です ｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 い は後 払 い で も結構 で す｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に 請 求 ､ 見積 ､納 品 書が各 何 通 必 要 か をお知 らせ 下 さい｡

なお､ 当会 の請 求 書類 で､は支 払 い が で きな い様 で した ら､貴 校 ､

貴 研 究 機 関 の請 求 喜美頁を送付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 ｣二に あ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん ｡ 退 会 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会 届 ｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に 当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研 究 刊 行 会

〒606 京 都 市 左 京 区北 白川追 分 町 京 都 大 学湯 川 記念 館 内

℡ (075)751-2111内線 7051 (075)722-3540(直 通)
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